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この値は将来各地河川の底生動物群集純生産量比較のための1つの基準となるものと思われる｡
第3部では底生動物の流下,遡上等の平常時の移動の問題を扱っている｡申請者は先ず動物の種によっ
て流下 ･遡上容易性の高い移住型とその低い定住型に分けられることを述べ,それらの型の相違と結びつ
いた生活様式の差を明らかにするとともに,同種の中でも体の大小による移動の様相のちがいを分析して
いる｡その結果,瀬の群集の中の小型個体は流下し易いが,淵に流れこんだ個体の中でも中型 ･大型のも
のは再び遡上する傾向が見られること,個体群全体としての下流への1日当り平均移動距離は 4-5m 以
下であるが,発育初期の幼虫などでは 30-60mに達するものもあることなどを明らかにしている｡今ま
でにも底生動物の移動についてはある程度の研究が行われてきたが,瀬と淵という場所条件のちがいと種
の特僅,体の大小とを関連づけた詳細な移動の分析は,従来ほとんど見られなかったものであり,底生動
物の生活の理解のための新しい視野を拓いたものといえるO
以上の如く本論文は河川底生動物の生態に関して重要な知見を加えるものであり,この分野の発展のた
めに寄与する所が大きい｡参考論文は37編ありこれらは吉野川および国内,国外各地の陸水底生動物の分
類学的あるいは生態学的研究に関するものであって,主論文の前馬区あるいは基礎となったものである｡
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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